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町が進める「環型まちづくり」とは・・・ 
町は、循環型社会の構築を担うのは町民一人ひとりであり、今の暮らしを見直し、変えていく

ことが何よりも大切であるという想いを込めて、これからの１００年を視野に入れた「新世紀未

来宣言」を平成１２年６月に発表しました。この「新世紀未来宣言」の発表により、町民の環境

に対する機運がさらに高まり、平成１３年６月には「紫波町循環型まちづくり条例」を制定しま

した。そして「今の環境を保全し、創造し、１００年後の子どもたちに確実に引き継ぐ」ことを

まちづくりの目標として、住民・事業者・市民団体・行政が一体となった「循環型まちづくり」

の新たな第一歩を踏み出しました。 
今号では、「循環型まちづくり」の基本理念となっている「新世紀未来宣言」、４つの方針を掲

げたフロー図（次頁）を掲載します。 

 このたび、紫波町の委託により、４年ぶりに「めぐりっと紫波」を発行することになりました。 
以前と同様、町が進める「循環型まちづくり」や町内で活動している団体、イベント情報等を

紹介してまいります。紫波町の自然環境・歴史・伝統・文化を知ってもらうことにより、町民が

自信と誇りを持って生活できる場づくりを目指していきます。 
 「めぐりっと紫波」は定期的に発行予定です。 
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めぐりっと紫波は、紫波町産業部環境課の委託で発行しています。 

２ Ｒｅｄｕｃｅ（リデュース） 

＝ 編集後記 ＝ 
 ここ数年オガールプロジェクト、リノベーションまちづくりと紫波町では先駆的な取組みを進めてきまし

たが、その根幹にあるのが「循環型まちづくり」です。この「循環型まちづくり」を地域や多くの人たちに

理解していただくために、「めぐりっと紫波」や「紫波新聞」で情報発信をしてまいります。 
 また、よりよい誌面づくりのために、みなさまからのご意見・ご感想、情報をお待ちしております。 

循環型まちづくりフロー図 

 ２０１６環境・循環基本計画で

は、「資源循環のまちづくり」

「環境創造のまちづくり」「環

境学習のまちづくり」「交流と

協働のまちづくり」の４つの方

針を掲げ、未来の子どもたちに

紫波町の望ましい環境を引き

継ぐため、町民、環境団体、事

業者及び町が協働して行動す

ることを謳っています。 
 なかでも、資源循環の取り組

みとしては「有機資源」「森林

資源」「無機資源」の循環のほ

か「CO２の排出量削減」など官

民協働で多くの活動を実施し

ています。 
「めぐりっと紫波」の次号か

らは、資源循環の具体的な取り

組みを紹介していきます。 

『あかざわ川自然学校』 
日 時：2017 年７月２２日（土） 

    10 時～13 時 30 分 

場 所：赤沢公民館、赤沢川 

対象者：小学生（保護者同伴） 

参加費：一家族 1,000 円 

持ち物：濡れても良い服装､飲み物､昼食等 

    ※豚汁ご用意します。 

申込み：環境マイスター紫波へ 

TEL･FAX 019-613-6114 

mail e-meister.shiwa@tiara.ocn.ne.jp  

申込みに必要な事項：参加者のお名前､年齢､性別､ 

ご住所､電話番号(開催当日連絡可能な番号) 

申込み受付は 6 月 27 日(火)～７月１日(土)まで 

第 27 回環境探検隊 

『水と光のシャワーをあびて』 
日 時：2017 年７月２３日（日） 

    ９時～1５時ころ 

場 所：ラ・フランス温泉館集合、水分地区沢内川 

対象者：小学生（保護者同伴） 

参加費：一人 500 円 

服 装：濡れても良い服装とズック、帽子 

持ち物：昼食､飲み物､軍手､雨具､着替え(靴も含む) 

申込み：紫波みらい研究所へ 

TEL019-671-2244  

FAX019-671-2243 

     mail miraiken@shiwa-mirai.com 

申込みに必要な事項：参加者のお名前､年齢､性別､ 

ご住所､電話番号(開催当日連絡可能な番号) 

申込み締切：７月１５日（土） 

イベントのご案内 ～夏の野山や川で自然を感じよう！！ 

「２０１６環境・循環基本計画」より抜粋 


